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一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA: Japan 
Electronics and Information Technology Industries 
Association）は、電子機器、電子部品の健全な生産、貿

易及び消費の増進を図ることにより、電子情報技術産
業の総合的な発展に資し、我が国経済の発展と文化の
興隆に寄与することを目的とした業界団体です。 
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半導体部会と委員会活動 
委員会構成 

 
半導体企画運営委員会  
半導体国際委員会  
半導体産業委員会 
半導体技術委員会 

半導体環境委員会    エネルギー対策専門委員会 
               製品化学物質専門委員会 
               事業所化学物質専門委員会 
               PFC専門委員会   



半導体分野における環境問題への取り組み 
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半導体環境委員会と関連する業界団体 

PFC 
PFC排出削減 

エネルギー対策 
省エネ 

製品省エネ貢献 

事業所化学物質 
水、廃棄物 
ガス、薬品 

製品化学物質 
製品法規制 
顧客問合せ 

Resource Conservation 
省エネ、省資源 
製品省エネ貢献 

Chemical  
製品・事業所化学物質全般 

PFC  
PFC排出削減 

半導体環境委員会 

WSC ESH-C 

関連する業界団体とのコミュニケーション・交渉は委員長、担当幹事、リエゾン委員が担当 

専門委員会内の活動は各専門委員長が担当  

4団体 
製品化学物質 
製品化学物質 

全般 

4団体 
事業所化学物質 

事業所化学物質
全般 

７団体温対連 
省エネ 

製品省エネ貢献 

ＪＥＩＴＡ 
電子部品部会 
製品省エネ貢献 

4団体 
事業所廃棄物・ 

ﾘｻｲｸﾙ 
事業所廃棄物・ 
ﾘｻｲｸﾙ全般 

装置ﾒｰｶｰ団体
JACA、SEAJ、SEMI 

省エネ 
PFC排出削減 

７団体；AEHA（家電）、JRAIA（冷凍空調）、JLA（照明）＋（４団体／JEMA,JEITA,CIAJ,JBMIA） 10 



今後の懸念・課題認識 主な取組の方向性 

■Post京都の国際的取り組み継続議論（国際政策） 
  ・2030年目標設定に向けた動き 
■エネルギー基本政策の見直し（国内政策） 
 ・原発事故に伴う国内エネルギー供給絶対量の不
足とエネルギーミックスの見直し 
 ・ピークシフトへの取り組み 
 ・エネルギー効率改善に向けた積極的取り組み 
 ・CO2排出係数の悪化 
■電気料金値上げ等によるエネルギーコストの高騰 
 ・国内製造業のコスト負担増 
■半導体製造におけるエネルギー効率改善 
 ・省エネ施策の枯渇、投資回収年の長期化 
 ・製造設備の省エネアイテム不足 
 ・半導体製造プロセスの複雑化（消費エネルギー
面積原単位の下げ止まり） 
■半導体製品の省エネ貢献の認知不足 
 ・貢献アピール方法の継続議論 
■WSC等の国際会議での方向付け 
 
 
 
 

エネルギー対策 

・政府政策への対応 
 2030年目標設定に向けた動向ウオッチ 
 省エネ貢献産業である半導体産業への政策配慮継続訴求 
 半導体工場の省エネ事例の他産業への展開 ★ 
  
・半導体製造におけるエネルギー効率改善 
 省エネへの地道な削減努力継続 
 省エネ事例、新規省エネ技術の情報共有推進 
 設備サプライヤとの協力体制模索（海外勢との協力含む/WSCの活用） 
 製造設備（特に既存設備）の省エネアイテム発掘 
 
・半導体製品の貢献アピール★ 
 省エネ貢献定量化手法の展開推進 
 低炭素社会実行計画におけるデータ収集開始と貢献量の定量化 
 貢献ポテンシャルの検討 
 
・WSC等の国際会議での方向付け 
 Post2010活動の方向性継続協議（RC-WGの方向付け） 
 半導体製品の貢献アピール手法の整合と展開 
 国際会議の場の積極的活用（IHTESHなど）  
 
  
 

★平成２６年度部会長重点テーマ 
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半導体環境委員会 平成２６年度 年度活動方針 



JEITA半導体省エネ事例集のご紹介 

半導体環境委員会加盟17社（当時）より集めたものを、 

エネルギー対策専門委員会で編纂し、解説をつけたものです。 

半導体業界の工場施設を中心とした内容となっています。 

 

国内の多くの業種の皆様に活用いただきたく、紹介活動、配布活動
を推進しています。 

 

 

本日は、その内容の一部を紹介します。 



JEITA半導体省エネ事例集のご紹介（目次） 
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ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ空調の仕組み    ① 外気の温度･湿度を調整して供給 
                                       ②ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ内を循環する空気の温度を調整 

浄化
塔

ターボ冷凍
機　900トン

吸収式冷凍
機　900トン

INVターボ冷
凍機600トン

ドライコイル

生産冷却水

空調機

純水
装置

排水
装置

FFU

４FCR

３F

５F

１FCR(略)

圧気
装置

7℃12℃

外気

変電所

蒸気
ヘッダー

排気

蒸気

電気

冷却塔

放熱ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ建物の概要（断面） 

23℃ 

45％ 

クリーンルーム空調の省エネ事例 
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  【着眼】  
ドライコイル消費冷水量多⇒ 
CR内装置からの発熱が設計時
の想定より多い⇒CR供給温度を
下げられる可能性がありそう 

20℃⇒16℃ 
まで段階的に 
引き下げ実施 

 【空調の温湿度制御概要】 
 

CR内湿度を制御する為  
加湿又は除湿し一定の 
水分量を保有した空気を 
20℃へ再熱しＣＲに供給していた 

  【実施調査】 
吹き出し口を改良し 
職場と連携し給気温度を0.5℃/weekずつ 
下げて各ｿﾞｰﾝの温度が変動しない事を監視。 

一部、温度が下がりすぎてしまう部屋には 
蒸気加熱コイルを設置（１部屋） 

空調機からCRへの給気温度引き下げ 

←CRへ←再熱←冷却 

発熱 

冷却 

混合 混合 

冷却 

発熱 

CO2削減効果 
５６８ｔ／年 













＜事例解説：自律制御型インバータ＞ 



ご清聴ありがとうございました 


